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【発行日】令和2年2月20日(2020.2.20)

【公開番号】特開2019-124545(P2019-124545A)
【公開日】令和1年7月25日(2019.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2019-030
【出願番号】特願2018-4645(P2018-4645)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/14     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月9日(2020.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転体（１１）の回転角度を検出する回転角度検出装置であって、
　前記回転体の回転軸心（ＡＸ）に垂直な径方向に配置された極を有し、前記回転体と共
に回転する磁石（１２）と、
　前記磁石に対する径方向外側にリング状に配置され、周方向の複数箇所にギャップ（１
７、１８、３５、３６、４５、４６、５５、５６）を設けている磁性部（１３、３１、４
１、５１）と、
　複数の前記ギャップのうちの１つの特定ギャップ（１７、３５、４５、５５）に配置さ
れ、磁場の接線方向磁束成分および径方向磁束成分を検出する磁気検出部（１４、３２）
と、
　を備え、
　前記磁気検出部による接線方向磁束成分の検出感度と径方向磁束成分の検出感度との比
を感度比（α）とし、
　前記磁気検出部の配置箇所における磁場の接線方向磁束成分の最大値と径方向磁束成分
の最大値との比を磁束成分比（β）とすると、
　前記磁気検出部が前記特定ギャップの径方向中央に位置する場合と比べて、前記磁束成
分比と前記感度比の逆比との差が小さくなるように前記磁気検出部と前記磁石との径方向
距離（ｄ）が調整されている回転角度検出装置。
【請求項２】
　前記磁気検出部は、
　　磁場の径方向磁束成分を検出する横型ホール素子（２７）と、
　　前記横型ホール素子と比べて感度が低く、磁場の接線方向磁束成分を検出する縦型ホ
ール素子（２８）と、
　を有する請求項１に記載の回転角度検出装置。
【請求項３】
　前記磁束成分比と前記感度比の逆比とが一致するように前記磁気検出部と前記磁石との
径方向距離が調整されている請求項１または２に記載の回転角度検出装置。
【請求項４】
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　前記磁気検出部を設けるために必要な空間の接線方向の最小幅を必要最小幅とすると、
　前記特定ギャップの接線方向幅（ｗ）が前記必要最小幅である場合と比べて、前記磁束
成分比と前記感度比の逆比との差が小さくなるように前記特定ギャップの接線方向幅が調
整されている請求項１～３のいずれか一項に記載の回転角度検出装置。
【請求項５】
　前記磁束成分比と前記感度比の逆比とが一致するように前記特定ギャップの接線方向幅
が調整されている請求項４に記載の回転角度検出装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の回転角度検出装置は、磁石（１２）、磁性部（１３、３１、４１、５１）およ
び磁気検出部（１４、３２）を備えている。磁石は、回転体の回転軸心（ＡＸ）に垂直な
径方向に配置された極を有し、回転体と共に回転する。磁性部は、磁石に対する径方向外
側にリング状に配置され、周方向の複数箇所にギャップ（１７、１８、３５、３６、４５
、４６、５５、５６）を設けている。磁気検出部は、複数のギャップのうちの１つの特定
ギャップ（１７、３５、４５、５５）に配置され、磁場の接線方向磁束成分および径方向
磁束成分を検出する。磁気検出部による接線方向磁束成分の検出感度と径方向磁束成分の
検出感度との比を感度比（α）とし、磁気検出部の配置箇所における磁場の接線方向磁束
成分の最大値と径方向磁束成分の最大値との比を磁束成分比（β）とすると、磁気検出部
が特定ギャップの径方向中央に位置する場合と比べて、磁束成分比と感度比の逆比との差
が小さくなるように磁気検出部と磁石との径方向距離（ｄ）が調整されている。
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